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　受賞された先生方、それから関係者の方々に
心からお祝いを申し上げます。この東書教育賞
も、第１回では、160編の応募がございました
が、次第に増えまして毎回応募数が伸びてまい
りました。今年は、251編の応募をいただいて
おります。このように全体として増加してきた
ということは、東書教育賞そのものと、小中学
校全校に配布している、『入選論文集』が浸透
してきたのだと思います。先生方が教育実践に
活用してくださっている、その結果ではないか
と考えて、たいへん感慨深いものがございます。
　なお、平成６年度に、教育用コンピュータソ
フト活用というＢ部門を設けました。ところが、
それ以後の期間にコンピュータの活用が各教科
の中で行われるよう浸透してまいりました。そ
れで今回は、Ｂ部門を発展的に解消いたしまし
た。ICTに関する論文については、後ほど坂元
先生からご講評がありますが、統合して審査さ
せていただくことになったわけです。
　さて、今回の課題は、先生方がご承知のよう
に「生き生きと学び健全な子どもを育てる教育
実践」となっております。学力の問題は、実は
到達度の問題ではなく学習意欲のところにあり
ます。学習意欲の問題です。子どもたちが生き
生きと学び健全に育つということができるため
に、教師に何ができるか。それが問われていま
して、私どものテーマもそれを真正面から問う
ていくということにさせていただきました。

　もう一つ、審査の基準としてこれまでもずっ
と重視してきましたのは、次の３点でございま
す。一つは実践性という観点です。実践の結果
に基づき具体的に記述されているかどうか、さ
らに論じられているか。これは当然のことだと
お考えになるかもしれませんが、中にはこれが
感じ取れない論文も結構あります。単に理論や
概念が述べられている、それに大半の紙数を費
やしている論文。それから、そこに表れている
言葉は、今までどこかで見たような言葉ばかり
が並んでいる論文も、中にはございます。私ど
もはそういうものを避けて論文の中に先生方と
子どもたちとの関わり、その姿、子どもたちの
変容や成長が具体的に記述されているかどう
か。これを毎年、非常に重要なポイントとして
審議してきました。
　第２番目のポイントは創意工夫という観点で
す。子どもたちが生き生きと学び取ることがで
きるために、どういう独自の工夫が示されてい
るかということです。
　第３番目は一般性があるということです。一
般性があるかどうかということは、特別な実践
ではない、だれにでも応用できるかどうかとい
うことを見ます。それから、子どもの発達段階、
適時性に十分な配慮がなされているかどうか。
あまりに特別な条件のもとでしかできない実践
は、評価できないと考えています。
　私どもは常にこの３点を意識してきました。
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しかし、これは口で言うほどやさしいことでは
ございません。特に創意性と一般性というこの
二つは、ときには矛盾します。創意性があるか
らこそ一般性が低いということは常に起こり得
ることです。この点は毎回、審査会で議論にな
ります。議論を重ねながら、最終的に先生方の
論文を評価させていただいたということになり
ます。
　そのほか、たとえば論文としての体裁がきち
んと取れているか、テーマと内容が一致してい
るか、理解しやすく表現されているか、これま
での発表の状況や字数の制限ということにはも
ちろん留意し、東京教育研究所の先生方のご審
査を踏まえて、私どもは審査をいたしました。
　では、具体的な論文について申し上げます。
小学校では172編の応募がございました。この
中から最優秀賞１編、優秀賞３編、特別賞１編、
奨励賞３編、合計８編を選定させていただきま
した。
　最優秀賞には愛知県安城市立志貴小学校、岩
月佐江子先生の「過去の三河地震の教訓から防
災を学ぶ地域密着の総合的な学習」が選ばれま
した。この論文は総合的な学習のテーマに「防
災学習」というテーマを大胆に取り入れられた
ものです。東海地震への備え、被災時の行動等
に自信がもてるようになる実践を、計画的に積
み上げられたものです。仮説、研究計画、学習
内容などが統一的に把握されていることがわか
ります。
　また、子どもたちは発展的に生き生きと学習
していまして、地震への対応についてその見方
や考え方を深めているという点で学習過程の良
さがあり、しかも、ともに意見を出し合い学習
を深めています。一つのことを探求した経験が
授業中の表現、学芸会での演出という活動にあ
ふれていまして、これは全員一致で最優秀賞に
取り上げさせていただきました。
　優秀賞の一つは熊本県玉名市立有明中学校、
井上裕一先生の「追究意欲を高める社会科教材
の開発と学習活動の工夫」を選ばせていただき

ました。井上先生は、昨年に続いて優秀賞を受
賞されました。地域教材を開発されたことや、
新学習指導要領の趣旨に添った学習展開、また、
定置網漁とアジの一本釣りを対比させた導入部
分は、非常に見事だと思いました。教師が子ど
もたちの学習の進め方に、積極的に関わってい
るという点も評価できた部分でございます。
　もう一つの優秀賞は埼玉県所沢市立北秋津小
学校、河⻆哲也先生の「ICT活用による算数科
の指導の工夫」が選ばれました。デジカメの簡
単な活用に励まれる一方、ノートを共有化させ
る、教科データの実習をする、ICTを活用した
非常にシンプルな方法で、大幅に授業を改善さ
れ、テスト結果においてもその効果が示されて
いまして、非常に綿密な優れた論文でございま
した。
　また、福島県石川町立南山形小学校、塩田正
信校長先生の論文は、「心づくり、知恵づくり、
体づくりを目指した教育活動の創造」という題
の実践論文で、山間地の非常に小規模な学校で、
教師が子どもたちとじっくり取り組んだ様子が
非常によく分かる実践です。計画は綿密で、特
にこの中で「30のストラテジー」というものを
校長先生は主張されていまして、独創的できわ
めて具体性に富んだ、優れた論文でございまし
た。
　次に、特別賞ですが、これは第20回を記念し
て設けられた賞でございます。今回の特別賞に
は、東京都江戸川区立二之江小学校、小林省三
校長先生の「知的障害児に国際コミュニケー
ション力を育む英語活動の実践」という論文が
選ばれました。知的障害児の特別支援学級で、
英語活動の実践を通して国際コミュニケーショ
ンの素地を育てようという実践と、その考察で
す。そして、英語活動の効果的な指導のあり方
にも言及され、非常に優れた論文だと思いまし
た。小林先生はこれから始まる英語教育の課題
を、知的障害児の教育、特別支援教育というも
のにつなぐという、非常にまれな実践に挑んで
いらっしゃることが特別賞の大きな理由でござ
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います。
　次に、中学校に関して申し上げます。中学校
は79編の応募がございました。その中から、最
優秀賞１編、優秀賞２編、特別賞１編、奨励賞
５編、計９編を選定させていただきました。最
優秀賞には静岡県浜松市立庄内中学校、石原貴
志先生の「意欲的に取り組む生徒を育成する天
体学習」が選ばれました。この論文では透明半
球を使った太陽の動きの観察方法を工夫され、
子どもたちが多くの発見をできるようにされた
ものです。いろいろな天体模型を考案されて、
本物の天体の動きに似せてイメージをもてるよ
う工夫されています。よい素材を見つけ、分か
りやすい模型を作り、イメージするということ
が行われているだけではなく、実際の観測のよ
うに観察させるという授業展開で、生徒一人一
人が意欲的に取り組んでいる様子が、手に取る
ように伝わってくる優れた論文でございまし
た。
　優秀賞の一つには大阪教育大学附属池田中学
校、上原昭三先生の「『活用力』を育てる課題
学習の実践～紙を折って作図をしよう」という
実践論文が選ばれました。活用力を育てる視点
として、数学的な情報を取り出しやすくし、数
学的な解釈が比較的容易であるということ、次
に、解決方法が多様であり、直線的ではない、
３番目に、解決に必要な先行経験が多岐にわた
る、この３点を重視して取り組まれた論文です。
教師の意図と生徒の反応が、それぞれきちんと
整理されており、優れた論文だと思います。
　もう一つの優秀賞には、広島県府中町立府中
緑ヶ丘中学校、迫田豐校長先生の「公立中学校
の改革『軌を一にして』」という実践が選ばれ
ました。問題行動が多発する低学力の学校で、
迫田校長先生は、「生徒指導より学力向上を優
先しよう」と先生方におっしゃり、この難題を
わずか１年で見事に解決し、生徒は劇的に変化
したと報告されています。当たり前のことを、
徹底して実践することの大切さを教えてくれる
論文だということで、私どもの意見は一致しま

した。
　特別賞には同じように広島県尾道市立原田中
学校、木村好江校長先生の「豊かな体験活動を
通して育成するキャリア能力」が選ばれました。
キャリアを選ぶ力を育てるということは、今後
ますます重要なテーマになっていくと思いま
す。木村校長先生は「夢を志に」というキャッ
チフレーズのもとに全教職員、保護者、地域が
一丸となって教育活動に精力的に取り組むとい
うシステムを創られました。生徒の変容の様子
も非常によく分かり、その能力が体験によって
身につくと、キャリアを選ぶ力が身につくこと
も実証された優れた論文でございました。
　最後に、私個人の感想を申し上げますと、ま
ず申し上げなければいけないのは先生方への敬
意でございます。ここで文章として表現された
事柄の背後には、実は書かれたことの何倍にも
上る、きめ細かな教育実践があるわけです。実
践事実に対して、まず心からの敬意を表したい
と思っております。
　私の専門は近代日本教育史です。その歴史の
中で見ますと、特に日本の教師の歴史の流れを
見ますと、ものを書く、しかも自分が子どもた
ちに対して何を指導したかを書き記すという流
れは、実は非常に古くから始まった、日本の独
特の貴重な遺産だと考えられます。それが始
まったのはいつからか。私の見るところ、教育
雑誌が山のように出始めた明治30年前後です。
このときに教師向けの雑誌が続々と現れてまい
りました。それには、授業記録がきわめて具体
的に載っていまして、これがどうも最初ではな
いかと思います。
　大正時代になりますと、新教育が普及してき
ます。大正自由教育といわれる新教育が普及す
ると、子どもたちに新しい活動を行った記録が
また作られていきました。昨年も申しましたが、
そこのJR王子駅の裏側に飛鳥山がございます。
そこは桜の名所で、東京では有名な遠足の場所
です。飛鳥山に子どもたちを連れていくことを
記録した、樋口勘次郎という人が書いた「飛
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鳥山遠足」の記録は、日本における子どもたち
の指導記録でもっとも古典的なものの一つで
す。歴史のうえでは、そこから大正の新教育が
始まったと言われています。
　昭和になりますと、ご承知のように山びこ学
校をはじめとして、たくさんの実践記録が生ま
れました。
　しかし、60年代に入ったころから、次第に記
録を書くという風潮は薄れていったのですが、
先生方が子どもたちとのつながりを書き残す動
きはしっかりと残っていまして、先生方が教育

実践を記録にして書かれるというのは、一種の
日本独自の教員文化といってもよいのではない
か。おそらく外国には、このような風習がない
のではないかと思われます。これは、きわめて
大事にすべきものだと思います。
　書くことによる実践の反省が、「書く」とい
う作業の中に含まれているということをあらた
めて感じますと、そうした活動の一環として東
書教育賞が位置づいていることはたいへんうれ
しく、また誇りに思う次第でございます。おめ
でとうございました。

　受賞者の先生方、本当におめでとうございま
す。私のほうではICTに関わる論文の審査を担
当しましたので、そのご報告を申し上げたいと
存じます。寺﨑先生がおっしゃった全体の評価
の基準に加えて、ICTのほうではICTを上手に
活用している方、ICTによって教科指導、生活
指導、学校経営などが改善され向上している方、
そこに広がる可能性というような観点から審査
させていただいております。
　その中で先ほどお話しいただいたように、ICT
に関わる論文として埼玉県所沢市立北秋津小学
校、河⻆哲也先生の「ICT活用による算数科の
指導の工夫」が優秀賞を受賞されました。おめ
でとうございます。

　寺﨑先生が内容について簡単にご紹介くださ
いましたが、系統的な算数のような指導では、
前に何を学習したかわからずにつまずくという
子どもがたくさんいます。それで、授業に入る
前の５分間で、今までの関連する単元でどんな
勉強をしたかということが子どもたちに示され
れば、ものすごく理解しやすいだろうというこ
とがあるわけです。
　この点でICTを使って、この単元の初めから
使ったグラフや絵を中心に５分ぐらいで、１時
間目、２時間目、３時間目、本時と、それまで
の学習をさっと復習して次の授業に入るという
ことは、たいへん効果があるということを示さ
れています。これは特色の一つです。

坂元昻先生

ICTに関わる論文の総評



�

　このときにパワーポイントの動画機能、アニ
メ機能だと思いますが、計算なら計算の手順と
か、グラフの動きとか、教科書の絵などを使っ
て、非常にわかりやすく、子どもたちに理解し
やすくされています。
　４年生88名で、授業の頭で単元の振り返りを
入れたいくつかの単元と、取り入れないいくつ
かの単元を比較研究すると、100点を取った人
は取り入れたほうで53.4％、取り入れなかった
ほうで34.8％だったという効果測定もきちんと
されているということで、これはICTがいかに
効果的であるかを実証しています。
　もう一つ、ノートの共有化ということで、デ
ジカメ小黒板と呼ばれていたと思いますが、先
生が子どものノートをデジカメで撮って、デジ
カメでパッと見せれば、たいへん効果が上がる
というもので、ICTを効果的に使用されている
ことが評価され、優秀賞の受賞となりました。
　多少お時間をいただいて、これは恒例になっ
ているのですが、ICTに関する世界の様子につ
いて、今年もお話しさせていただきたいと存じ
ます。
　いろいろな国にこの１年間まいりましたが、
今日はアメリカ、イギリス、韓国に絞ってお話
し申し上げたいと思います。１年前にアメリカ
ではオバマ新政権が誕生したわけですが、その
教育政策には大きく五つの柱があるということ
はすでにご存じと思います。
　１番目は早期教育です。２番目は大学・職業
準備の学力や評価、３番目は有能な教員の育成、
４番目にチャータースクールの拡大とか、日本
と似たようなことですけれども学習時間の延長
とか、低学力校の再転換による革新と優秀さ
（excellence）の促進、５番目は、高等教育の資
格免許を取る人数を増やすということです。五
つのうちの一つに、初等中等教育の充実という
ことが入っています。
　アメリカでは、ご存じのようにNETS-Aとい
う管理職の先生がもつべき能力基準が去年改定
されました。五つあるので、紹介させていただ

きます。先見性のある指導力、これが１番目、
２番目はデジタル時代の学習文化の理解力、３
番目は優れた専門実践力、４番目は体系的な改
善、５番目はデジタル市民性、こういう管理職
が望ましいのだという細かいアイテムがありま
すが、これらを打ち出すようにがんばってきて
おります。それが現状でございます。
　イギリスのほうは、ブラウン内閣になって省
庁改編が起こっていまして、文部技能省は「学
校・子ども・家庭省」と「研究・大学・技能省」
に、省の名前を変えて、学校教育の重視から、
家庭と子どもを重視するというような傾向がご
ざいます。
　ICT関係で言いますと、学校教育でのインフ
ラ環境やその活用に力を入れています。個人に
目の届いた指導をしましょうということをだい
ぶ言っており、去年の後半から、個人個人の間
の協調を重要視するというようになってきてい
ます。
　それがこの省の「家庭への重視」ということ
になって、家庭に向けて学校教育を広げていく
とか、広報していくという姿勢を強く打ち出し
てきました。この秋、中学校から中学生全部の
家庭へ学校情報をネットワークで提供すること
を計画し、ほとんど実践されているわけです。
そのようになってきて学校と家庭との連携、学
校の活動を家庭に知らせて家庭の保護者が常に
学校を見られるような状況をつくっているわけ
です。
　実際にイギリスでインターネットはどうかと
いうと、小中学校全校にインターネットが入っ
ていて、90％の先生がオンライン教材にアクセ
スできる。88％の先生が、自分の体験からICT
は学力向上に役立つということを感じている。
80％の学校が、家庭向けのWebサイトを持って
いる、というようなデータが出ています。
　小学校ではパソコン１台あたり６人。80％の
先生がｅ-黒板（インタラクティブ・ホワイト
ボード）を毎日、使っている。中学校ではパソ
コン１台あたり３人の生徒。73％の先生が毎日、
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ｅ-黒板を使っているということです。
　ロンドンの北の方にエセックスという地域が
ございますが、そこではオンライン教材を公的
資金でメーカーさんに作ってもらい、それを学
校が無料で使えるというサービスが提供されて
います。
　また、裕福なエリアの小学校でしたが、一人
１台のパソコンを机の上に持っていて、各教室
に１台ずつｅ-黒板があって、小学校にＫ（幼
稚園）クラスがあるわけですが、Ｋクラスから
６年生まで、先生も子どもも自由にｅ-黒板、
パソコンを活用していました。言葉の学習、文
章を作るとか、絵を作るとか、時計を読むとか、
歴史を調べるとか、プレゼンに使うとか、本当
に当たり前にパソコンを使っている様子が見ら
れました。
　もう一つの学校は、日本の成果である任天堂
のゲームを二人に１台持たせ、ゲームを通して
教育をするという、日本ではちょっと考えにく
いようなことが行われていました。犬のゲーム
のようなものがありますと、歴史では犬の飼育
の歴史を勉強する。算数では、ペットの売買ゲー
ムのようなものをする。理科では犬の世話をす
る。犬の歯磨きをどうするか。それから美術で
は犬の絵を描く。図工では折り紙犬を作る。音
楽では、犬の歌や動きのまねをする。ICTでは、
ブログで犬の写真を出す。英語では、犬の日記
を書く。このように、全教科で一つのことに絡
めた教育指導をやっているということです。
　また、学校教育というか教育に、ゲームは役
に立つという考え方から、CIIAというあるイ
ンタラクティブ・ソフトウェアの団体などでは、
ゲームを教育に利用するときの導入の仕方や作
り方など、ゲームを教育利用するときの前日か
らの準備とか、一度練習してから子どもにやら
せるとか、いろいろな細かいガイドラインを
作って、ゲームの学校教育への有効利用という
ものが考えられています。
　ヨーロッパでは、学校教育でよくゲームが利
用されています。いちばん使っているのはス

コットランドあたりで、いわゆる学習ゲームだ
けではなく、普通のゲームも学校教育の中でよ
く使われています。
　さて、そこで韓国は、昨年も少しお話しした
ようにデジタル・テキストブックの研究が進ん
でおり、去年20校だったのが今年は112校に
なって、これを韓国全体に広げようということ
になったようです。小学校の主要４科目は国定
教科書ですから電子化がしやすいわけです。電
子教科書にした実験校に行きました。実験クラ
スでは紙の教科書を持っていない。紙の教科書
は家に置いてあって、家でお父さん、お母さん
が見るし、自分が帰ったときに見る。学校では
全部デジタルな教科書で勉強していました。
　教材提示としては、マルチメディア、図、絵、
動画、ビデオクリップ、アニメ、３Ｄなどが提
供できる。データ検索として、文献とか、リン
クができるし、ライブラリー機能を持っている
とか、学習管理として、いろいろな成績の評価
とか、成績に関するデータの作成や、MMSと
いう学習を管理するシステムを動かすとか、双
方向のコミュニケーションができるなど、いろ
いろな機能を踏まえてデジタル教科書という呼
び方をしているわけです。
　具体的に言いますと、例えば教科学習ですと
６教科があって、子どもたちは学習前に予習で
きるし、復習もできる。授業中にも、もちろん
使える。評価にもそのシステムを使う。宿題に
も使うということで、ネットワークは学校だけ
ではなく家庭や教育機関、教育機関の中では科
学館、図書館、病院、教育委員会、マスメディ
アなど、いろいろなところとつながっていて、
そこから情報をもらって子どもたちが勉強でき
るようになっている。EDUNETという全国の
教育システムを使って行っているわけです。
　そういう全国のネットワークはNEIS（National	
Educational	Information	System）といいますが、
校務・教務の情報サービスネットワークです。
800万人の小学校、中学校、高校生のデータが
入っています。行政面では先生方に関しては人
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事、履歴、昇任、転任、給料の情報、それから
市民サービスとしては、オンラインで資料を提
供したり発行したり、あるいは公示したりする。
保護者に対しては学校のカリキュラム、子ども
の成績、予算、ボランティアに関する情報など。
これらはいま170万人の保護者が使っていると
いうことです。
　このようにICTは広く世界で使われているの
ですが、日本ではなかなか、広がっていないと
いう感じがします。ですから、いろいろなデジ
タル教材を取り出して、資料を作るとか、実験
などの資料を取り出して、それに基づき実験し
たり、本を読んだり、成果をまとめてパワーポ
イントで発表したりするというような実践や、
また、校務システムでICTを使ってみたら時間
のロスや先生の労働が減って、子どもたちと向
き合う時間がどれだけできたかというような、
先進国で見られるような実践が、日本の現場に
合わせて報告されてくれればということが、私
が受けた印象でございました。どうもありがと
うございました。

　受賞された先生方、おめでとうございます。
私のほうもICTの活用という点で審査させてい
ただきましたが、今子どもを指導するのが、な
かなか難しい時代ではないかと感じておりま
す。私も、私立の大学で教えていてつくづく思

うことは、学生が90分もたない。90分の授業を
するのは並大抵ではないということをしみじみ
感じています。だいたい集中するのは15分。45
分までは何とかなるけれども、それ以降どうす
るのだと。大学教員は相当な努力をしていると
いうことをお伝えしたいと思ったのです。
　どうやって大学生にいい教育をしていくか
という教育方法を研究しなければ、90分をもた
せることは、いかに苦しいかということを実感
したとき、それは大変な研究ではないだろうか
と思っております。いろいろな方法があるかも
しれませんが、私は実際にメディアというもの
を研究・実践しております。毎回、宿題をやら
せ、毎回、レポートを出す。それを、ITを使っ
て電子メールで添付ファイルで送りなさいと言
うと、そのうち半分はほとんど携帯で送ってき
ます。携帯で400字打てるのかというと、彼ら
は打てるのです。
　というように、いろいろな道具を使っている
ということはわかったけれども、しかし、少な
くとも使い方があると思っております。私が思
うに、メディアの活用はある意味、紙との闘い
であったと思うのです。しかし、これからは電
子メディア、あるいは電子メール、スライド、
パワーポイント、さらに映像メディア、あらゆ
るものを駆使しないと、とてもやっていけない
だろうということです。
　そういう中で苦心しながら、ここはうまく
いった、ここはうまくいかなかったというもの
を私自身も記録しているのです。その記録が私
にとって、ある面で宝です。ただ、これが法則
化できるかというと、法則にはならないのでは
ないかと思っています。というのは、状況依存
です。ほとんどのものが授業の中で、午前にやっ
た授業と午後でやった授業とは違うし、専攻が
違えばまた違うというように依存していく部分
があるのです。だから、たえずメディアの活用
も含めて、道具の活用はいかにあるべきかを研
究・実践して、やっていかざるを得ないのです。
　そういう研究には、デザインベース・アプロー

審査委員の

講評・所感

赤堀侃司先生

審査委員の

講評・所感

赤堀侃司先生
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チというような方法があります。また、デザイ
ンベース・リサーチがあります。我々が欲しい
のはfindingではないのです。科学の法則が欲
しいわけではない。私にとって、どうやったら
効果があるかということが欲しいのです。
　教育にとって重要なことはデザインです。デ
ザインベース・リサーチなのだという考え方が、
アメリカでも非常にはやってきました。それは
実践を通して我々が検証しながら、これはよ
かった、これはよくなかった、これはなぜよかっ
たのかということを、エビデンスを用いながら
伝えていく。メディアはどういう場合に有効で
あるかということを、それぞれの状況に応じて
蓄積していって、それを共有化していくことが
大切なのではないか、科学の法則のようにはな
らないだろうと思います。
　そういう点で河⻆先生の実践は、こういう場
面でこのような使い方が効果的だったというこ
とが、私たちの心に伝わるように書かれていた
ということで、優秀賞の受賞になったと思って
おります。おめでとうございました。

　このたび、東書教育賞を受賞された先生方、
ならびに関係の皆様、本当におめでとうござい
ます。私自身もこうして一つずつ、事例を共有
させていただくということの喜びを感じて読ま
せていただきました。全体を読ませていただい

て、特に賞を受賞された先生方の論文は、独自
の先生の工夫、学校の工夫という質と卓越性の
時代の中で三つの特徴があると思いました。
　三つの「り」点と呼んでいますが、「深ま
り」、「つながり」、「やり取り」の三つです。こ
の三つが実践記録の中にきちんと書かれていま
した。「深まり」として、特定の単元や特定の
活動、学校における特定の活動を中心にしなが
ら深めていくところに、結果だけではなく、ど
のようにアプローチして深めていったのかとい
うことが、きちんと書かれていました。
　そして二つ目は「つながり」です。やはり特
定の単元の内容が今回、最優秀賞の岩月佐江子
先生の防災教育であれば、地域密着の教材が開
発され、また中学校の石原貴志先生であれば、
天体模型を使いながら、おそらく理科だけでは
なく、子どもたちが空を見上げたときに、大人
になっても思い出すだろうというような生活と
のつながり、長期的なつながり、そして家庭と
のつながりというようなつながりを保証できる
ということが、実践記録から読み取れました。
　そして、私は三つの中でとても大事だと思っ
ているのは、「やり取り」を通して教師が教え
たつもりになった記録ではなく、確かに子ども
の側からの声だったり、実証だったり、生徒の
学びの姿が見えてくるものであったりというも
のが確かにあったと思います。岩月先生の実践
であれば、児童Ａの姿という特定の子どもの深
まりを追い、中学校の石原先生の実践であれば、
６割が最初事前に分かっていなかった単元が確
かに身についたということが子どもの声から出
されているというような、やり取りを通してど
う変わったかという、形成的な側面から子ども
の声が確かに出ている。こういった「深まり」、
「つながり」、「やり取り」という三つの「り」
がきちんと一つの中に描き込まれていること
が、私が審査員としてたいへん感銘を受けたと
ころです。
　教師の学びというのは、医者が症例から学び、
弁護士が判例から学ぶように、教師は実践事例

審査委員の講評・所感

秋田喜代美先生

審査委員の講評・所感

秋田喜代美先生
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から学び合うということが、学校の質の向上に
おいてきわめて重要なことでございます。その
意味で、今回それぞれの賞を受賞された実践は、
まさに学級文化、学校文化を伝承していく、一
つの中核になるものではないかと思います。
　それはcorporative	 identity、Education＆
Cultureと出ていますが、まさに教育と文化を
創っていくといった事例だったと思いながら、
本当に私も審査に参加させていただいたことで
多くを学ばせていただき、また学校と学校、先
生と先生をつなぐときにも、こうした事例を紹
介させていただきたいと思いながら読ませてい
ただきました。本当にこのたびは、おめでとう
ございます。

　受賞された先生方、まことにおめでとうござ
います。心からお祝いを申し上げます。新しい
教育課程の移行期にあたってさまざまな課題が
ある中で、先生方におかれましては意欲的な取
り組みをなされ、多大な成果を上げていらっ
しゃることに敬意を表したいと思います。私は
中学校を中心に、感想を述べさせていただきた
いと思います。
　中学校最優秀賞の石原貴志生生は、創意工夫
した自作模型の活用により、生徒にとって理解
しがたい天体の運行を分かりやすく理解させて
いらっしゃると思います。私も理科の教師でし

たが、1970年代の中学校理科教育においては、
自作教材に非常によく取り組まれており、先生
方同士がお互いに知恵を絞って、どうしたら子
どもたちを楽しませることができるかというこ
とで腐心していた時代でした。
　今は、例えば天体の学習では、コンピュータ
のシミュレーションによる学習等で済ませがち
な傾向が非常に強いと、私はとらえています。
かつては、例えば部屋を暗くし、星座を各壁面
にめぐらせ、大きな裸電球を真ん中に置いて、
私たちを地球と見立てて、テニスボールやバ
レーボールを持って移動しながら天体の運行を
学習したというような、ダイナミックな指導も
行われていた時代がありました。
　それを思いますと、自作教材を準備されると
いうことだけでも、高く評価ができると私は思
います。
　優秀賞の上原昭三先生は、身近な折り紙を通
して数学を楽しく学ぶという視点で、これも多
くの方面で活用していただきたいという思いが
しました。私も課題に挑戦する気持ちをもって
頭を使わせていただきました。しかし、数学の
活用力を高めるとは言いがたい面も多少抱きま
した。
　また、迫田豐先生は強力なリーダーシップを
発揮することにより、全職員が一体となり、荒
れた学校を見事に建て直されました。優れた学
校経営に敬意を表したいと思います。学校はい
つでも開かれているべきで、ありのままを見せ
るべきだと私はいつも思ってきました。先生
のおっしゃる「いつでも参観日」には共感い
たします。
　特別賞の木村好江先生は、優れた実践により
生徒に生きる力を育んでこられました。全国的
に見れば小規模校の数のほうが多いわけです。
したがって、この実践が多くの学校で参考にさ
れることを望みたいと思います。また、小規模
校の特性を生かして１・２・３年合同による実
践も可能ではないかと、読みながら考えさせて
いただきました。

審査委員の講評・所感

小野具彦先生

審査委員の講評・所感

小野具彦先生
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　皆様のさらなる充実と発展を祈念して、終わ
りにいたします。ありがとうございました。

　受賞者の先生方、おめでとうございました。
私は専門の数学教育の立場から少しお話をさせ
ていただきます。
　応募のあった論文は、総合学習、学校教育、
全教科という内容が多かったようです。なぜ総
合や学校経営のほうが人気があるのかと考える
と、その先生方のテーマには、人間とはどう生
きるべきか、教育とはどうあるべきか、教育と
人間形成はどんな関係があるかという視点があ
りますから、学校がうまくいけばいい、点が取
れればいいということではなく、この子どもた
ちにどんな教育をしたらいいのか、子どもたち
が生きていく上で役に立つものが与えられるか
という、そこには「人間」というものが存在し
ているからだと思います。
　ところが、教科教育の場合は、どちらかとい
うと、それがなくなってきているのではないか。
例えば、小数の勉強をしましょうということで、
先生は「１より小さい、１を1/10等分したもの
を0.1と言います。点は小数点と言います。2.3
というのは１が２と、0.1が三つあります」と
いう。このように解説されて「では5.6はどう
ですか。Ａさん、どうですか。」という授業が
行われています。そこには人間が何もないので

す。小数という教えられるべきものがあって、
それを解説して、それがわかればいい、できれ
ばいいという教育です。多くの人は、そう考え
ていると思うのです。
　しかし、そうではなく私が子どもに聞いてほ
しいと思いますのは、「１より小さい数や量の
表し方はどうしたらいいかな。」「１より小さな
数・量を表すのに小数がなければいけないで
しょうか。」「今まで小数を習わなくてもリット
ルの次にはデシリットルがあった、ミリリット
ルがあった、メートルの下にセンチがあり、ミ
リがありました。」ということはどういうこと
かというと、今まで人間は１より小さなものが
あったら、単位を作ってその小さいものを表し
ていたということです。小数がなくてもいいの
です。あるいは日本なら、例えば野球などでわ
かるように、分、厘、毛、糸と名前をつけていっ
て、小数点を使わなくても１より小さい数を表
していました。だから、１より小さい数をもっ
ともっと表したいなら、単位をたくさん作って
表せばいい。これが日本の和算の中でやってい
たことでした。小数点を使わなくても、１より
小さい数を表すことができていたわけで、「こ
ういう表し方があるのだけれども、今までの単
位を使って表すのと、小数点を使うのとでは、
どこがよくて、どこが足りないのかな」という
ことのほうを考えさせてほしかったと思うので
す。
　これは学習指導要領もいけないわけですが、
３年生は小数第１位といっているのですが、で
は小数があれば、すべて小数でいいかといえば、
世の中には、小数を使わずにミクロンがあり、
ナノがあり、もっと小さいのが欲しいならば、
また単位を創るわけです。ということは、小数
があればいいということではなく、小数につい
ては限界があるということです。どれもみんな
人間が創ったものなのです。数学は人間が創っ
たもので、人間の欲求があっていろいろな知恵
を出して、いろいろな作り方をしていって、そ
の中に便利なものがあり、不便なものが出てく

審査委員の講評・所感

杉山吉茂先生

審査委員の講評・所感

杉山吉茂先生
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るわけです。それを克服していくのが算数、数
学だというような教育が必要だろうと思ってい
ます。
　ほかの教科でも同様に、「わかればいい」「で
きればいい」という教育が蔓延しているのでは
ないかという気がしています。そのレベルです
と、いい論文は書けません。感動を与える論文
はできないだろうと思います。「教える」とい
うことについてはいろいろなレベルがあります
が、「人間抜き」のレベルで今学校教育は進ん
でいるのではないか。そうではなく、もっと教
えることについて、人間の知恵を味わって、新
しい知恵を出して、人間というものはすばらし
いものだなという感動を与えられるような授業
をしてほしい。また、それに貢献するような教
科教育の論文が出てきてほしいということを期
待したいと思っております。

　皆さん、今日は少し別の話をしますが、中小
企業というのは、いろいろな業種や資本金に
よって少し違う定義があるのですが、従業員が
300人以下の企業を中小企業といって、301人以
上を抱えている企業は、大企業です。
　というように定義したときに、大企業といわ
れているものは全体の企業の何パーセントぐら
いあると思いますか。0.3％です。99.7％が実に
中小企業と呼ばれている企業なのです。大企業

がどれくらいの人を抱えているかというと、全
雇用者の30％が大企業へ行く。つまり、70％は
中小零細と称する企業なのです。
　そして、利益はどうか。GDPで言うと、半分
は大企業が稼いでいる。半分は中小零細という
ところが稼いでいるということです。ですから、
論理的にも大企業の人たちが、いい給料を取る
のは当然だと。30％で50％の利益を上げる。だ
けど、実際に大企業は小さい中小企業をまた下
に抱えている。ですから、親亀がこけると下が
こけるというような構造になっているのです。
　今、大学は全入時代といわれています。全入
ですから、先ほど赤堀先生がおっしゃったよう
なことが起こっている。私も大学で久しぶりに
講義をしてみてびっくりしました。本当に90分
もたせるのは至難の業です。
　ですから、そういうことを考えると、先生方
の論文を拝見していると、あるいは実践の記録
を読んでいると、私は千葉大学で附属小学校の
校長を５年間やった経験がありますので、義務
教育というのは実に立派だと思うのです。先生
方の論文も、お世辞を言うわけではないのです
が、本当に立派だと思うけれども、そこから上
へ行くと、今日本の大学の評価はどんどん世界
の中で落ちつつあります。
　昨日か一昨日、ロシアが、我が国は少し遅れ
過ぎているから一所懸命にやらなければいけな
いと。大統領が言った言葉は、理科教育の連中
をもっとどんどん盛んにしていこうという政策
をとるということです。中国などへ行ったら大
学生で英語、あるいは日本語を話せる人はぞろ
ぞろいる。それも実に巧みに外国語を操る。イ
ンドはむろんすごいですね。特にIT関係では
インドは非常に進んでいます。彼らは基本的に
英語をしゃべっているから、アメリカやイギリ
スというようなところにどんどん留学していっ
て、相当にいい成績を取った人が戻ってくる。
そういうことで、皆さん、日本の教育全体のレ
ベルをどうやって上げていくかということです。
　実際に今、若者のコミュニケーション能力が
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よく問題になりますが、では、若者はだめかと
言えば、バンクーバーの冬季オリンピックは、
若者がぞろぞろ行ったじゃないですか。すごい
ですよ。私はゴルフをやるけれども、石川遼の
ショットのすごさ、練習の激しさ、しかも、あ
のインタビューの受け答えのうまさ、実にでき
ている。ああいう若者は一方においてどんどん
育っています。しかし、これからの日本は、もっ
と理系に少し軸足を置いたような全体の構造を
とっていかなければいけないと私は認識してい
ます。いろいろな意見があると思いますが、そ
うでないと、日本は世界の中で生き残っていけ
ないのではないかと、私は非常に危惧しており
ます。
　今政局が替わったことによって、教育そのも
のの基本方針が変わるのか変わらないのかよく
わかりませんが、幼稚園と保育園を一体にする
など、もう何十年も前から言われていて、まだ
それすらできない。今の日本のこのスローテン
ポで行けば、日本は世界の中で置いていかれる
と思わなければいけない。私はそういう危機感
をたいへんもっているので、先生方もどんどん
いろいろな意見、むしろ教育行政全体に対する
意見もおっしゃるようなディスカッションの機
会をぜひもって、いろいろな発言をしていただ
きたいと思います。授業のやり方もたいへんす
ばらしいものを研究されていますが、それと同
時に、やはり教育行政をどうするのか、日本の
将来をどう描いて、どういう人材を創っていく
ことを我々は目指していくのか、を考えていた
だきたいと思います。
　今、家庭教育の低下が言われますが、無理は
ないです。お母さん、お父さんが働きに行って
いるのですから。子どもは一人で食事をしてい
るのです。こんな状態でコミュニケーションの
いちばんの基本的なものがだんだん欠けてきて
いて、いろいろな意味で日本は危機的な状況に
来ているのかもしれないと思っています。

　私は、坂元先生と赤堀先生と一緒にICT関係
の論文を読ませていただきました。その方面か
ら一言、お話しさせていただきます。
　まず、ICT活用は最近目立たなくなっていま
す。新しい学習指導要領でも、すべての教科の
中でICTを活用した指導をしましょうというこ
とが書かれるようになって、つまり、当たり前
になったということから目立たなくなってい
る。東書教育賞につきましても、昨年度までは
ICTに関係する部門が独立していましたが、今
年から一緒になりました。これも外から見たら
目立たなくなっています。
　このこと自体はICTが教育活用において浸透
してきたので、いいことだと私は思っておりま
した。ところが、事業仕分けにもっとも端的に
表現されていたのではないかと思いますが、学
校ICTは７事業すべてが廃止という結論になり
ました。文部科学省は、ホームページでそれに
対する意見を求めたのです。
　そうしたところ、ご存じのように、科学者か
らはものすごく大勢の方から、この事業仕分け
の結果は納得できないという意見が寄せられた
わけです。それに対して、教員もずいぶん大勢
いらっしゃるかと思うのですが、ICT廃止に、
賛成も含め反対等の意見をおっしゃった方は
たった260件。片方で何十万件の科学者が表明
しているのに対して、ICTに関しては全国の先
生方と教育委員会の方を合わせて、たった260
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件。ICTと英語ノートは同じセッションで事業
仕分けをされたのですが、そのときに英語ノー
トについては約2000件が、継続してほしいとい
う意見がありました。ICTが目立たなくなった
ことはいいことかと思ったのですが、実際には、
どうもそうではなかったようです。
　そんなときに河⻆先生が示してくださった実
践は、とてもシンプルで効果がある。どの先生
でも、どんな先生でも、ご自分はICTが苦手だ
とお考えになっている方でも、ちょっと教えて
いただければ、まねができる。アイデアと継続
性の努力が必要ですが、そういうものを示して
くださいました。しかも、データを付けて、子
どもたちに成果が本当に上がっているのだとい
うことを示してくださいました。
　ICTが本当の意味で当たり前になりますよう
に、どうぞ東書教育賞でも多くの方がICTのと
ころにチェックを付けて応募いただきたいと思
います。特に外国語活動ではとても役に立つと
思いますので、ここにお出でくださった、受賞
された方々にお祝いを申し上げますとともに、
皆様方の責任と思って、お帰りになったら地域
にぜひ広めていただきたいと思います。

	　このたび受賞された先生方、まことにおめ
でとうございます。心よりお祝い申し上げます。
私は小学校部門を中心に感想を述べさせていた

だきます。
　まず、最優秀賞を受賞された愛知県安城市立
志貴小学校の岩月佐江子先生、このたびはおめ
でとうございます。先生は「過去の三河地震の
教訓から防災を学ぶ地域密着の総合的な学習」
というテーマで、６年生を対象に実践されたも
のです。災害は忘れたころにやってくると言わ
れていますが、阪神大震災から15年経過し、ま
たつい最近、カリブ海のハイチでたいへん大き
な被害がございました。
　三河地震は終戦の年、昭和20年１月に発生し
たと言われています。当時、戦時下にあって広
く国民一般に知らせることを控えたようです
が、当然、今の子どもたちは知りません。また、
実際に三河地震を経験された方もたいへんご高
齢になっています。六十数年前に地元で起きた
地震の教訓を生かし、防災に対する子どもの意
識を高めることをねらいとして実践されていま
す。
　学習の動機付け、計画、実践が子どもの実態
に即して計画されていて、子どもの変容の様子
が実によくわかります。また、学習の成果が報
道等を通して広く地域社会に伝達された意義も
大きいものと思います。他校においても、防災
教育の一環として大いに参考となる優れた論文
であると思います。
　次に優秀賞は、熊本県玉名市立有明中学校の
井上裕一先生、福島県石川町立南山形小学校の
塩田正信校長先生のお二人と、ICTにかかわる
論文の埼玉県所沢市立北秋津小学校、河⻆哲也
先生です。
　井上先生は２年連続の優秀賞の受賞です。お
めでとうございます。現在は中学校にご勤務さ
れていますが、昨年度まで勤務されていた熊本
大学附属小学校での実践をまとめられたもので
す。先生は「追究意欲を高める社会科教材の開
発と学習活動の工夫」と題して、５年生での社
会科の実践研究を行われました。
　問題意識を高める教材の開発、そして児童相
互の交流を促す学習活動の工夫を目指した研究
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実践です。漁業関係者から聞き取りをしたり、
あるいは定置網漁の実体験等を子どもたちに体
験させたりしています。そして、その体験を通
して、子どもの、「なぜだろう」「こうなるはず
なのに」といった問題意識を高める教材の開発
をされました。また、課題意識をもって主体的
に課題を追究する子どもの姿と、その変容の様
子がよくわかる論文です。これからも地域に密
着した教材の開発や、表現力を高める社会科授
業の改善等の研究に取り組まれ、次回は中学校
での実践を期待しております。
　次に、塩田校長先生は僻地小規模校の子ども
が抱える実態を踏まえ、学校経営の立場から
徳・知・体のバランスの取れた子どもの育成を
目指し、学校・保護者・地域が一体となって取
り組まれたものです。
　具体的な実践として、「３Ｈ30Ｓ」という実
践目標を掲げ、すべての教育活動を通して教育
目標の具現に努められました。39名の児童がそ
れぞれ目標を持ち、自己評価を続けながら、確
かな変容を遂げる様子がわかります。また、保
護者の学校に対する評価も高いものがあり、研
究を通して学校の教職員の結束力が強まったこ
と、自己啓発の意識が高まったことが校長先生
として大きな収穫だったと感じられているので
はないでしょうか。今後、本実践が学校の風土
として根づくことを期待しております。
　特別賞は、知的障害児を対象にした英語活動
の実践をまとめられた、小林省三校長先生です。
特別支援学級における英語活動の実践は、まさ
に新しい発想によるもので、校長・担任の指導
協力体制が実にすばらしいと思います。これを
一般化され、他校の実践に生かせるよう、さら
に研究実践を深めていただきたいと思います。
　本日は出席されていませんが、奨励賞の浪越
一浩先生、釜親美和子先生、秋山麗子先生、以
上３名の先生方にもお祝いを申し上げて、今後
のご活躍を期待し、感想とさせていただきます。
本日はおめでとうございました。


